
１
月
７
日
、
「
カ
ジ
ノ
誘
致

の
是
非
を
問
う
和
歌
山
市
民
の

会
」
が
市
長
に
住
民
投
票
条
例

の
制
定
を
求
め
て
２
万
３
９
筆

の
署
名
を
提
出
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
れ
を
受
け
て
１
月
２
４
日
か

ら
２
７
日
ま
で
の
４
日
間
、
臨

時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

住
民
投
票
条
例
の
案
文
は

「
市
民
の
会
」
が
提
案
し
市
長

が
意
見
を
つ
け
て
議
会
に
提
案

さ
れ
ま
し
た
。
市
長
の
意
見
は

Ｉ
Ｒ
カ
ジ
ノ
誘
致
の
計
画
に
対

す
る
経
過
を
述
べ
、
「
有
権
者

の
５
０
分
の
３
に
あ
た
る
２
万

３
９
筆
の
署
名
に
よ
っ
て
住
民

投
票
条
例
制
定
の
直
接
請
求
が

さ
れ
た
こ
と
は
Ｉ
Ｒ
誘
致
の
賛

否
を
問
わ
ず
市
民
の
関
心
の
表

れ
だ
と
感
じ
て
い
る
」
と
し
な

が
ら
、
「
こ
れ
ま
で
に
も
議
会

で
議
論
し
て
き
た
こ
と
、
条
例

に
基
づ
く
住
民
投
票
は
法
で
定

め
た
長
や
議
会
の
権
限
を
拘
束

で
き
な
い
こ
と
、
多
額
の
経
費

が
か
か
る
こ
と
な
ど
総
合
的
に

判
断
し
住
民
投
票
を
実
施
す
る

意
義
は
見
出
し
が
た
い
」
と
結

論
付
け
て
い
ま
す
。

私
は
本
会
議
に
お
い
て
、
市

長
の
つ
け
た
意
見
に
対
し
て
質

疑
を
行
い
ま
し
た
。
①
議
会
で

も
議
論
し
て
き
た
と
い
う
が
、

特
別
委
員
会
は
ほ
と
ん
ど
開
か

れ
て
い
な
い
中
、
何
を
議
論
し

た
と
考
え
て
い
る
の
か
、
②
市

民
の
直
接
請

求
の
意
義
を

ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
、

③
２
万
３
９

筆
と
い
う
署

名
が
集
ま
っ
た
こ
と
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
、
④
市
長
選
挙

で
も
統
一
地
方
選
挙
で
も
Ｉ
Ｒ

誘
致
に
関
し
て
は
争
点
に
な
っ

て
い
な
い
こ
と
が
直
接
請
求
の

根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

市
長
は
ど
の
質
問
に
も
正
面

か
ら
答
え
ず
、
県
か
ら
計
画
が

出
さ
れ
た
ら
市
民
に
丁
寧
に
説

明
す
る
、
議
会
に
判
断
を
仰
ぐ

と
繰
り
返
す
の
み
で
し
た
。

（
２
面
に
続
く
）

臨

時

議

会

報

告
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大 寒 が 過 ぎ 、 一 段

と 寒 さ が 厳 し く な っ

て い ま す 。 そ の 上 、

オ ミ ク ロ ン 株 に よ る

感 染 者 が 和 歌 山 市 で

も 連 日 ２ ０ ０ 人 を 超

え て いま す。 保 健所 もパ ンク 状 態

で 疫 学調 査も 大 変な 状況 だと 聞 き

ま す 。幸 い、 オ ミク ロン 株は 今 の

と こ ろか かっ て も軽 症だ との 報 告

もありますが、油断はできません。

基 礎 疾患 のあ る 人へ のリ スク は 変

わ ら ない し、 重 症化 しな いわ け で

も な いそ うで す 。不 要・ 不急 の 外

出 は 極力 控え る こと や手 洗い 、 マ

ス ク の着 用は 今 後も 励行 が必 要 で

す 。 お互 いに 注 意し なが ら日 々 を

過ごしたいものです。

直
接
請
求
は
住
民
の
権
利

「カジノはあかん」と宣伝する森下さ
ち子市議（右）と松坂みち子前市議



（
１
面
の
続
き
）

本
会
議
の
翌
日
、
２
５

日
は
付
託
さ
れ
た
総
務
委

員
会
で
議
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
総
務
委
員
会
の
採

決
時
、
政
和
ク
ラ
ブ
か
ら

条
例
案
に
対
す
る
修
正
案

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、

少
数
で
否
決
、
そ
の
後
、

原
案
に
つ
い
て
も
少
数
で

否
決
と
な
り
ま
し
た
。

１
月
２
７
日
、
臨
時
議

会
最
終
日
、
中
村
朝
人
幹

事
長
が
議
案
に
対
す
る
賛
成

討
論
を
行
い
、
他
の
３
会
派

か
ら
は
反
対
討
論
が
行
わ
れ
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で

否
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
直
接
請
求
は
和
歌

山
市
の
歴
史
上
初
め
て
の
こ

と
で
す
。
住
民
が
自
分
た
ち

の
こ
と
は
自
分
た
ち
で
決
め

よ
う
と
署
名
を
集
め
た
こ
と

そ
の
も
の
が
高
く
評
価
さ
れ

る
こ
と
で
あ
り
、
市
は
歓
迎

す
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
思
い
が
否

決
さ
れ
た
こ
と
は
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
今
回

の
取
り
組
み
は
住
民
自
治
の

芽
生
え
で
あ
り
、
今
後
も
と

も
に
考
え
、
自
ら
声
を
上
げ

よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
る

は
ず
で
す
。
私
も
と
も
に
力

を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

井辺・森下さち子事務所にて

２月 ９日（水）
１８：００～

２４日（木）
１３：３０～

◆事前予約をお願いします。

市役所議員団控室
森下さち子まで

☏ 435-1113

森下さち子ニュース ２０２２年 ２月号

賛
成
少
数
で
否
決

直
接
民
主
主
義
を
体
現
す
る
住
民
投
票

市長に申し入れ書を手渡す森下
さち子市議ら日本共産党議員団

新型コロナウイルス感染拡大防止のための緊急申し入れ（第9次）
昨年から世界的に深刻な感染拡大を引き起こしてきた新型コロナウイルスの変
異株「オミクロン株」の感染が、日本においても年頭早々より急拡大していま
す。
本市のおいても、１月５日までゼロだった感染者数が、わずか２週間で100

人を超えました。こういったなか、陽性と診断された市民から、「保健所から
連絡がなく自宅でどうしたらいいのかわからず困っている」と相談がありまし
た。保健所に『発生届』が届いていないことも発覚し、陽性者とその家族は実
質２日間自宅で放置された状態となりました。
有症者を決して自宅に置き去りにしてはなりません。いま、必要なことは、

これまで行ってきた対策の評価・検証をしっかりと行い、科学的な根拠に基づ
いた効果的な対策を急ぎ打ち出していくことです。新型コロナウイルスから市
民の命を守る立場で以下の緊急対策を直ちに行っていただくよう申し入れます。

記
１，新型コロナウイルス感染症の相談窓口へ専門家を増員するなど体制を強化

するとともに、対応時間の延長、電話番号などの情報を市民へ周知徹底さ
れたい。

２，各医療機関へコロナ陽性者の『発生届』を保健所に速やかに届けるよう改
めて周知徹底されたい。

３，有症者は自宅療養とせず、入院か療養施設に入れるように手立てを講じら
れたい。

４，やむなく自宅療養となった有症者へ医療を提供するために、地域の医療機
関との連携と体制強化をはかられたい。

５，発熱者外来などコロナ対応病院・クリニックの体制確保のために、補助金
の復活、診療報酬の引き上げなど医療機関への支援を国へ求められたい。

６，保健所体制の拡充を早急に行うとともに、緊急時の対応を見据えて恒常的
な職員増に取り組まれたい。

１月２０日、議員団として「新９型コロナウイルス感染拡大防止のため
の緊急申し入れ（第次)」を市長に行いました。内容は次の通りです。


